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二
〇
一
七
年
度
に
日
本
女
子
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
蔵
と
な
っ
た
「
浄
瑠

璃
秘
伝
」
一
巻
に
つ
い
て
翻
刻
と
紹
介
を
行
う
。

本
資
料
は
、
紙
高
19
・
５
セ
ン
チ
、
長
さ
２
メ
ー
ト
ル
62
セ
ン
チ
で
、
三
枚

の
紙
継
ぎ
に
14
・
５
セ
ン
チ
の
唐
織
が
付
い
て
い
る
巻
子
本
で
あ
る
。
巻
子
の

裏
に
「
石
井
國
之
」
の
正
方
形
の
陽
刻
印
と
「
國
之
蔵
」
の
長
方
形
の
陰
刻
印

が
あ
る
。
石
井
国
之
（
一
八
九
四
―
一
九
七
二
年
）
は
、『
近
世
日
本
舞
踊
史
』

（
帝
都
演
芸
通
信
社　

一
九
三
七
年
）、『
小
唄
の
歴
史
』（
芸
能
文
化
研
究
会　

一
九
五
六
年
）、『
邦
楽
の
歴
史
』（
芸
能
文
化
研
究
会　

一
九
五
八
年
）、『
清

元
と
舞
踊
』（
芸
能
文
化
研
究
会　

一
九
六
四
年
）
な
ど
邦
楽
と
舞
踊
の
研
究

を
し
、『
藤
間
の
歴
史
』
の
執
筆
中
に
急
逝
し
て
い
る
。

石
井
国
之
の
著
作
の
う
ち
「
富
本
の
系
統
」『
邦
楽
の
歴
史
』
の
二
代
目
豊

前
掾
の
解
説
の
後
に
、

此
当
時
の
富
本
秘
伝
書
に
、
詞
訛
の
事
に
つ
い
て

詞
訛
の
論
、
義
太
夫
は
京
大
阪
に
て
出
発
故
上
方
訛
、
豊
後
節
は
東
都

に
て
出
発
な
す
故
江
戸
訛
を
元
と
す
る
。

と
あ
る
の
も
参
考
に
な
る
。

と
引
用
し
て
い
る
の
が
、
当
該
の
巻
子
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
右
の
「
出

発
」
は
「
生
發
」
で
あ
る
。

当
該
巻
子
は
、
巻
の
中
ご
ろ
に

此
秘
書
御
所
望
に
よ
つ
て
御
傳
受
せ
し
む
能
〳
〵
御
心
得
御
工
夫
専
一
他

見
御
無
用
に
候
斎
宮

と
あ
り
、
秘
伝
の
資
料
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
斎
宮
」
は
、
富
本
斎
宮
太

夫
の
著
作
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
巻
子
に
記
さ
れ
た
節
解
説
の
掲
載
曲
に
「
長

作
」『
道
行
念
珠
蔓
』
文
化
二
（
一
八
〇
五
）
年
、「
忠
信
」『
幾
菊
蝶
初
音
道
行
』

文
化
五
（
一
八
〇
八
）
年
が
あ
る
。
初
世
斎
宮
太
夫
が
享
保
二
（
一
八
〇
二
）
年

に
没
し
て
い
る
の
で
、
執
筆
は
二
世
斎
宮
太
夫
の
可
能
性
が
高
い
。
二
世
は
、

文
化
八
（
一
八
一
一
）
年
に
二
世
富
本
豊
前
太
夫
と
の
不
和
に
よ
り
、
富
本
を

脱
退
し
、
文
化
十
一
（
一
八
一
四
）
年
に
清
元
延
寿
太
夫
と
し
て
清
元
節
を
創

設
し
て
い
る
。
五
世
清
元
延
寿
太
夫
『
延
寿
藝
談
』（
三
杏
書
院　

一
九
三
三

年
）
掲
載
の
「
虎
の
巻
」
の
中
に
、
当
該
巻
子
の
節
解
説
と
近
似
の
解
説
が
見

ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
当
該
巻
子
が
二
世
斎
宮
太
夫
に
よ
り
執
筆
さ
れ
て
富

本
節
の
秘
伝
と
し
て
伝
え
ら
れ
、
そ
れ
と
と
も
に
清
元
延
寿
太
夫
と
な
っ
た
後

に
、
節
解
説
が
清
元
に
も
同
様
に
「
虎
の
巻
」
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
可
能
性
を

示
す
。

ま
た
、
最
後
に
「
五
十
音
図
」
を
載
せ
る
が
、
そ
の
直
前
に

猶
此
外
追
々
御
傳
受
可
申
候

資
料
紹
介

「
浄
瑠
璃
秘
伝
」

坂　
　

本　
　

清　
　

恵
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と
あ
り
、
要
所
ご
と
に
分
割
し
て
伝
授
が
行
わ
れ
た
も
の
を
ま
と
め
て
伝
授
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
　
本
文
翻
刻

節
解
説
部
分
に
は
節
名
の
下
に
、
引
用
の
曲
名
略
称
と
詞
章
や
解
説
が
朱
書

き
双
行
で
書
か
れ
て
い
る
。
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
節
名
を

で
囲
み
、
引
用

に
つ
い
て
は
／
で
改
行
位
置
を
示
し
た
。
そ
の
他
の
朱
書
き
は
［　

］
で
囲
ん

だ
。
ま
た
、
節
の
う
ち
翻
刻
で
き
な
い
部
分
を
影
印
で
示
し
た
。

【
翻
刻
】

抑
豊
後
節
は
都
太
夫
一
中
を
大
祖
と
し
て
宮
古
路
豊
後
掾
の
流
れ
を
汲
高
弟
常

盤
津
文
字
太
夫
同
小
文
字
太
夫
常
盤
津
よ
り
分
ッ
て
富
本
の
派
を
立
る
元
祖
富

本
筑
前
掾
二
代
目
豊
前
掾
依
之
小
文
字
太
夫
の
名
前
今
以
て
富
本
代
々
預
り
置

常
盤
津
文
字
太
夫
と
改
名
之
節
小
文
字
太
夫
の
名
前
富
本
に
返
し
来
る

一
人
多
く
遊
藝
と
い
や
し
め
と
も
其
も
と
は
六
藝
の
楽
器
よ
り
出
て
大
に
行
ひ

貴
人
も
こ
れ
を
好
み
己
の
藝
拙
き
故
人
を
謗
り
又
は
人
に
謗
ら
る
鍛
錬
し
て

其
道
に
入
時
は
自
然
と
六
藝
の
楽
器
に
か
な
ふ

一
稽
古
に
神
變
と
い
ふ
事
有
な
ら
ふ
て
心
面
白
く
思
ひ
ひ
た
す
ら
に
好
み
朝
夕

片
時
も
忘
れ
す
工
夫
を
め
く
ら
し
執
行
な
せ
ば
必
衆
人
の
及
は
さ
る
一
徳
自

備
る
情
氣
を
入
て
学
ふ
時
は
未
熟
と
い
ふ
事
な
し
一
日
片
時
の
怠
は
一
生
の

怠
と
知
る
へ
し
右
は
宮
古
路
雪
月
花
扇
拍
子
本
練
の
巻
に
見
ゆ

一
詞
訛
の
論
義
太
夫
は
京
大
坂
に
て
生
發
故
上
方
訛
豊
後
節
は
東
都
に
て
生
發

な
す
故
江
戸
訛
を
元
と
す
る
去
な
か
ら
其
浄
瑠
理
の
文
句
に
よ
り
其
所
の
訛

を
用
る
女
の
言
葉
は
京
読
を
用
る
す
べ
て
詞
は
舞
臺
詞
と
義
太
夫
詞
を
嫌
ふ

其
間
の
言
葉
を
用
る
今
一
中
節
の
詞
本
来
な
り
乍
去
當
時
其
風
流
行
せ
ず
今

舞
臺
詞
を
専
ら
に
用
ゆ
豊
後
節
の
奥
儀
は
切
レ
字
情
合
三
味
線
に
離
る
ゝ
曲

肝
要
也

一
置
浄
瑠
璃
は
踊
の
役
人
出
ぬ
内
な
り
此
所
は
立
派
に
語
る
へ
し

一
役
者
出
て
所
作
事
は
た
る
ま
さ
る
様
に
す
ら
〳
〵
と
語
る
へ
し

一
ク
ド
キ
の
び
る
を
か
ま
は
す
味
々
語
る
を
専
一
と
す
去
な
か
ら
見
合

一
落
合　

段
切　

何
れ
も
た
る
ま
ざ
る
様
す
ら
〳
〵
と
語
る
へ
し

一
セ
メ　

狂
ひ　

ち
ら
し　

勿
論
た
る
ま
ざ
る
よ
ふ

此
五
ケ
條
は
芝
居
に
て
用
る
語
口
な
れ
ど
も
座
敷
浄
瑠
理
に
相
成
し
と
も
長
短

此
心
を
う
し
な
ふ
へ
か
ら
す

此
秘
書
御
所
望
に
よ
つ
て
御
傳
受
せ
し
む
能
〳
〵
御
心
得
御
工
夫
専
一
他
見
御

無
用
に
候
斎
宮

ハ
ル
地　

浅
間　

茜
サ
ス
ヒ
／
ウ
ミ
ジ
エ
三
絃
付
ク

七
ツ
ユ
リ　

置
浄
瑠
理
ニ
有
ル
本
ス
ガ
ス
フ
シ
／
浅
間
鞍
馬
是
ハ
別
ナ
リ

其
外　

七
ツ
ユ
リ
ハ
本
七
ツ
ユ
リ
／
節
尻
ハ
ミ
ナ
ヲ
ナ
ジ

長
地　

三
ノ
上
ヘ
上
リ
シ
ハ
皆
是
也
／
ハ
ヂ
キ
モ
ヲ
ナ
ジ

上ア
ゲ　

忠
信
／
浦
波　

色　

詞
ノ
前
ニ
有
節
ニ
不
成
言
葉
ニ
不
成
／
浅
間　

香
ノ
カ
ホ
リ　

ノ
ル　

ツ
ヨ
キ
ノ
部
／
鞍
馬　

長
刀
取
て
打
カ
ク
ル
抔

ウ
レ
イ
タ
ヽ
キ　

浅
間
／
い
も
せ
の
中
の
恨
事　
　

ハ
チ
タ
ヽ
キ　

関
寺
／
我
と
我
身
を
白
川
の

タ
ヽ
キ　

浅
間
い
や
な
客
／
に
も
ひ
よ
く
ご
ざ　

文
弥　

鞍
馬
／
月
の
朔
日
十
五
日　

レ
イ
ゼ
イ　

鞍
馬
／
た
を
や
か
に　

ア
ワ
フ
シ　

鞍
馬
／
く
ど
い
つ
な
い
つ
正
躰
な
く

道
具
屋　

都
て
生
酔
の
出
を
弾
ク
／
松
風　

こ
ゝ
に
此
ご
ろ　
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平
家
ガ
ヽ
リ　

関
寺
／
ご
お
ん
か
り
に

文
七　

関
寺
／
と
は
れ
て
い
ふ
も

一
中　

関
寺　

影
ぞ
な
つ
／
か
し
浅
草
寺
然
も
同
じ

ハ
ネ
ハ
ヅ
ミ　

松
風　

鳴
て
さ
わ
た
る
／
る
の
字
節
尻
を
云

カ
ン
。
中
カ
ン
。
呼
出
シ
カ
ン　

関
寺
せ
め
て
／
一
ト
夜
さ

ア
リ
タ
フ
シ　

小
菊
／
猿
廻
し
の
唄

江
戸
ブ
シ　

虫
賣
／
江
戸
紫

ウ
レ
イ
三
重　

梅
川
の
仕
舞
／
カ
ン
デ
ウ
ケ
ル
ヲ
云

キ
ヲ
イ
三
重　
忠
信
狐　

十
二
段
狐　

仕
舞
を
云

コ
ワ
ル　

関
寺
こ
ん
ぱ
く
／
こ
れ
ま
で
来
り
し
ぞ
や

ヒ
キ
ト
リ　

浅
間
／
せ
う
ね
つ
の

ク
リ
上　

関
寺
む
か
し
を
／
今
に
吹
か
へ
す

将
傳
節　

夕
霧
／
ク
ド
キ　

園
八　

長
作
／
心
せ
か
れ
て

國
太
夫　

か
し
く
新
屋
舗
／
仇
な
か
し
く
の
ち
ら
し
書

儀
太
夫
。
新
内
。
ソ
ヽ
リ
ブ
シ
。
ウ
レ
イ
。
ナ
キ
ブ
シ　

浅
間
／
風
に
柳

段
切　

関
寺
／
思
ひ
は
山
の
か
せ
ぎ
に
て

落
合　

浅
間
か
わ
る
枕
の
か
ず
〳
〵
よ
り
／
髪
切
り
迄
。
い
つ
は
り
の
よ

り
狂
ひ
也　

是
を
落
と
い
ふ
ク
ド
キ
様
長
く
な
り
し
時
／
其
仕
舞
と
ち
ら
し

の
間
を
云
々

ツ
キ
ユ
リ　

花
川
戸
お
俊
に
／
露
の
て
ふ

ユ
リ
ナ
ガ
シ　

夕
霧
始
に
／
こ
じ
り
つ
ま
り
し
〽
し
の
字
を
云

ギ
ン
ガ
ワ
リ　

松
風
お
ち
や
／
の
か
よ
ひ
〽
や

ギ
ン
ガ
ワ
リ
カ
ン　

小
春
ク
ド
キ
に
／
女
子
た
ら
し
は

□マ
ワ
ス
　
　

是
は
ま
は
し
て
／
語
る
所　

入イ
レ
ル　

聲
を
／
入
る
所

□ス
コ
シ
入
る
　

聲
を
少
し
入
る
所　

□
マ
ツ
ス
ク
　

真
す
ぐ
に
／
か
た
る
所

ウカ
ブ
ル
　

か
ぶ
せ
て
語
る　

〇カ
ケ
ゴ
ヱ〇　

ヤ
ハ
の
掛
聲

一
豊
後
節
は
ぶ
し
訛
に
て
切
れ
字
は
し
か
た
な
き
抔
い
へ
共
其
人
執
行
鍛
錬
た

ら
ざ
る
ゆ
へ
也
工
風
な
す
時
は
切
れ
字
訛
い
か
や
う
に
も
相
成
も
の
な
り
乍

然
三
絃
を
直
す
は
悪
敷
也
其
手
は
其
侭
す
へ
置
て
工
風
を
す
へ
し

一
譬
は
虫
賣
の
江
戸
紫
と
い
へ
る
に
む
ら
さ
き
と
節
訛
に
て
切
れ
る　
［
さ
の

字
を
前
へ
切
出
し
紫
の
ら
の
字
よ
り
／
引
つ
ゞ
け
て
さ
ア
き
イ
の
と
語
る
聞

よ
し
］

一
虫
賣
の
江
戸
紫
は
合
方
少
々
有
て
し
づ
か
な
れ
ば
の
び
ち
ゞ
み
は
い
づ
れ
に

も
工
風
な
る
へ
き
な
れ
ど
合
方
も
な
く
せ
は
し
き
所
有
リ　
［
其
時
は
切
レ

字
の
頭
字
を
ま
は
す
共
／
ふ
る
と
も
す
べ
し
必
聞
よ
し
］

一
親
父
老
母
な
と
の
文
句
の
時
其
心
し
て
す
べ
て
手
弱
く
語
る
へ
し
乍
然
こ
ゝ

に
又
論
有
生
来
豊
後
節
故
利
屈
計
に
て
も
相
成
ら
ず
ま
た
義
太
夫
節
抔
と
ち

が
ひ
聲
を
き
れ
ひ
に
つ
か
い
常
盤
津
抔
と
ち
が
ひ
丸
く
語
り
節
尻
に
て
豊
後

節
の
落
を
聞
せ
氣
を
と
り
落
を
取
が
第
一
な
り
た
と
へ
ば
梅
川
の
下
に
あ
ゆ

む
と
す
れ
ど
と
ぼ
〳
〵
と
ゝ
い
ふ
文
句
あ
り

［
は
じ
め
の
と
ぼ
〳
〵
を
親
父
の
情
合
に
た
よ
は
く
語
り
二
度
目
の
／
と
ぼ
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〳
〵
に
て
豊
後
節
の
落
を
は
で
に
語
る
聞
よ
し
］

一
長
間
半
間　

文
句
字
数
長
な
れ
ば
三
絃
の
数
半
に
ひ
く
是
長
間
な
り
又
文
句

字
数
半
な
れ
ば
三
絃
長
に
ひ
く
是
半
間
也
す
べ
て
三
ツ
五
ツ
七
ツ
是
を
長
間

と
い
ふ
二
ツ
四
ツ
六
ツ
是
を
半
間
と
い
ふ
此
上
に
長
半
共
に
多
く
永
き
合
方

あ
れ
ど
も
何
程
長
く
と
も
み
な
引
切
り
て
別
に
ひ
く
数
有
り
其
数
文
句
の
長

半
に
よ
り
て
長
間
半
間
を
よ
く
〳
〵
考
へ
語
る
へ
し

一
譬
ば
浅
間
に
［
合
］
見
ぬ
目
に
く
も
る
此
文
句
は
四
字
ゆ
へ
数
長
也
夫
故
合

方
五
ツ
ひ
き
て
直
に
出
る
是
長
間
也

一
［
合
］
す
み
と
硯
の
こ
ひ
中
を
此
文
句
は
数
三
字
ゆ
へ
半
な
り
夫
故
合
方
五

ツ
に
チ
ン
と
一
ツ
加
へ
て
数
六
ツ
ひ
く
故
半
間
な
り

一
［
合
］
な
き
名
を
た
て
ゝ
無
理
な
事
是
は
四
字
故
長
な
り
夫
故
合
方
五
ツ
ひ

き
て
直
に
出
る
是
長
間
也

一
す
く
う
す
く
は
ざ
る
皆
同
し
文
句
字
数
半
な
れ
ば
す
く
ひ
を
聞
て
出
る
長
字

な
れ
ば
す
く
ひ
を
聞
ず
に
出
る
ス
ク
ウ
は
半
間
ス
ク
ワ
ズ
は
長
間
な
り

一
サ
テ
モ
メ
デ
タ
ヤ
と
い
ふ
数
あ
り
是
七
ツ
故
長
間
也

一
サ
テ
モ
メ
デ
タ
是
は
六
ツ
ゆ
へ
半
間
な
り
す
べ
て
お
く
る
ふ
し
い
ろ
〳
〵
あ

れ
ど
も
皆
数
半
な
り
是
を
長
間
と
い
ふ
外
に
い
ろ
〳
〵
の
合
方
あ
れ
ど
も
是

に
て
よ
く
〳
〵
考
ふ
べ
し

猶
此
外
追
々
御
傳
受
可
申
候

　

倭
音
五
十
字

あ
い
う
え
お　
　

あ
か
さ
た
な
は
ま
や
ら
わ

か
き
く
け
こ　
　

永
此
十
字
則
皆
生
阿
音
右
一
行
為
五
音
也

さ
し
す
せ
そ　
　

首
称
之
男
声
為
開
音
陽
声
也
左
四
行
者

た
ち
つ
て
と　
　

皆
為
女
声
為
合
音
陰
声
也

な
に
ぬ
ね
の　
　

い
き
し
ち
に
ひ
み
い
り
ゐ

は
ひ
ふ
へ
ほ　
　
　

此
十
字
皆
生
伊
音

ま
み
む
め
も　
　

う
く
す
つ
ぬ
ふ
む
ゆ
る
う

や
い
ゆ
え
よ　
　
　

此
十
字
皆
生
宇
音

ら
り
る
れ
ろ　
　

え
け
せ
て
ね
へ
め
え
れ
ゑ

わ
ゐ
う
ゑ
を　
　
　

此
十
字
皆
生
恵
音

　
　
　
　
　
　
　

お
こ
そ
と
の
ほ
も
よ
ろ
を

　
　
　
　
　
　
　
　

此
十
字
皆
生
於
音

右
竪
ニ
相
通
ス　

右
横
ニ
に
相
通
ス　
　
　

印　
　

印

二
　
伝
授
の
内
容

伝
授
の
内
容
は
、
富
本
節
の
由
来
、
浄
瑠
璃
稽
古
や
舞
台
で
の
語
り
方
指
南
、

訛
に
つ
い
て
の
ほ
か
、
節
に
つ
い
て
用
例
付
解
説
が
行
わ
れ
た
後
、
再
び
語
り

方
に
つ
い
て
の
解
説
が
な
さ
れ
、
最
後
に
五
十
音
図
が
掲
げ
ら
れ
る
。

富
本
節
の
由
来
と
し
て
、
豊
後
節
を
祖
と
し
、
宮
古
路
節
の
流
れ
と
し
て
、

常
磐
津
文
字
太
夫
か
ら
、
小
文
字
太
夫
が
分
派
し
て
富
本
を
立
て
た
と
す
る
。

豊
後
節
、
宮
古
路
節
が
禁
止
さ
れ
、
常
磐
津
と
し
て
文
字
太
夫
、
小
文
字
太
夫

が
活
躍
し
た
が
、
ワ
キ
で
あ
っ
た
小
文
字
太
夫
が
富
本
流
を
立
て
、
富
本
筑
前

掾
と
な
っ
た
。「
小
文
字
太
夫
」
に
つ
い
て
の
記
述
が
続
く
が
、
子
息
の
二
代

目
の
富
本
豊
前
掾
以
降
も
小
文
字
太
夫
の
名
を
富
本
が
持
っ
て
お
り
、
二
世
常

磐
津
小
文
字
太
夫
が
三
世
文
字
太
夫
に
改
名
す
る
と
、
富
本
に
小
文
字
太
夫
の

名
を
返
し
た
と
い
う
こ
と
か
。
以
降
は
常
磐
津
文
字
太
夫
の
前
名
を
小
文
字
太

夫
と
し
て
い
る
こ
と
と
の
関
係
が
あ
ろ
う
。

続
い
て
、
浄
瑠
璃
の
稽
古
や
舞
台
で
の
語
り
方
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
教
え

を
説
い
て
い
る
。
間
の
取
り
方
、
歌
詞
の
切
り
方
な
ど
、
具
体
例
を
用
い
た
説
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明
に
な
っ
て
い
る
。

特
に
石
井
国
之
が
『
邦
楽
の
歴
史
』
に
引
用
し
た
「
訛
」
に
つ
い
て
の
記
述

が
興
味
深
い
。

詞
訛
の
論　

義
太
夫
は
京
大
坂
に
て
生
發
故
上
方
訛　

豊
後
節
は
東
都
に

て
生
發
な
す
故
江
戸
訛
を
元
と
す
る　

去
な
か
ら
其
浄
瑠
理
の
文
句
に
よ

り
其
所
の
訛
を
用
る
女
の
言
葉
は
京
読
を
用
る　

す
べ
て
詞
は
舞
臺
詞
と

義
太
夫
詞
を
嫌
ふ
其
間
の
言
葉
を
用
る　

今
一
中
節
の
詞
本
来
な
り　

乍

去
當
時
其
風
流
行
せ
ず　

今
舞
臺
詞
を
専
ら
に
用
る　

豊
後
節
の
奥
儀
は

切
レ
字
情
合
三
味
線
に
離
る
ゝ
曲
肝
要
也　

と
あ
る
。「
詞
訛
」
は
会
話
部
分
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
、

義
太
夫
節
は
上
方
ア
ク
セ
ン
ト
、
豊
後
節
は
江
戸
ア
ク
セ
ン
ト
を
規
範
と
す
る

が
、
女
性
の
言
葉
は
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
で
語
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。「
詞
」
は
節
付
け
と
し
て
使
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、「
舞

臺
詞
と
義
太
夫
詞
」
は
、
役
者
の
語
り
口
、
義
太
夫
の
「
詞
」
の
語
り
口
と
い

う
意
味
に
な
ろ
う
か
。

「
豊
後
節
の
奥
儀
は
切
レ
字
情
合
三
味
線
に
離
る
ゝ
曲
肝
要
也
」
と
続
く
が
、

後
半
に
「
詞
訛
」
に
対
す
る
「
節
訛
」
の
記
述
に
「
切
レ
字
」
と
三
味
線
と
の

関
係
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
る
。

豊
後
節
は
ぶ
し
訛
に
て
切
れ
字
は
し
か
た
な
き
抔
い
へ
共
其
人
執
行
鍛
錬

た
ら
ざ
る
ゆ
へ
也　

工
風
な
す
時
は
切
れ
字
い
か
や
う
に
も
相
成
も
の
な

り　

乍
去
三
絃
を
直
す
は
悪
敷
也
其
手
は
其
侭
す
へ
置
て
工
風
を
す
へ
し

譬
は
虫
賣
の
江
戸
紫
と
い
へ
る
に
む
ら
さ
き
と
節
訛
に
て
切
れ
る　
［
さ

の
字
を
前
へ
切
出
し
紫
の
ら
の
字
よ
り
／
引
つ
ゝ
け
て
さ
ア
き
イ
の
と
語

る
聞
よ
し
］

最
初
の
「
ぶ
し
訛
」
は
「
武
士
訛
」
で
は
な
く
、「
譬
は
」
以
降
の
説
明
に
よ
っ

て
「
節
訛
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
詞
章
の
句
切
り
を
「
切
れ
字
」
と
し
て

お
り
、
三
味
線
に
付
か
ず
に
語
る
こ
と
を
解
説
し
て
い
る
。「
豊
後
節
の
奥
儀

は
切
レ
字
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
切
れ
字
」
に
よ
っ
て
節
訛
に
な
る

こ
と
は
、
豊
後
節
で
は
致
し
方
な
い
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。

「
切
れ
字
」
と
「
節
訛
」
に
つ
い
て
は
、
義
太
夫
節
の
伝
書
『
停
雲
秘
録
』

に
も
次
の
よ
う
な
解
説
が
み
ら
れ
る
。

節
な
ま
り
と
て
文
句
に
よ
り
な
ま
り
て
も
く
る
し
か
ら
す
と
心
得
た
る
人

有
。
至
極
僻
事
な
り
。
節
を
な
ま
り
て
文
句
を
清
せ
る
事
を
ふ
し
な
ま
り

と
は
い
ふ
也
。
取
ち
か
へ
て
あ
し
き
事
多
し
。
節
に
切
字
と
い
ふ
事
有
。

尤
心
の
句
切
也
。
ふ
し
の
切
字
は
節
を
た
る
ま
せ
ぬ
た
め
、
文
句
の
道
理

を
顕
さ
ん
か
為
な
り
。
蝉
丸
の
中
に
も

本
フ
シ　

加
茂
の
、
川
岸
波
こ
へ
て

節
の
切
字
是
也
。
加
茂
の
に
て
切
は
、
川
岸
と
云
ん
と
て
切
る
心
也
。
た

と
へ
は
犬
猫
に
て
も
、
先
へ
飛
ん
と
て
身
を
ち
ゝ
む
心
な
り
。
川
岸
の
節

に
き
ほ
ひ
を
付
む
為
か
も
の
と
切
な
り
。

と
あ
る
よ
う
に
、「
加
茂
の
川
」
で
な
く
、「
川
岸
」
と
続
く
こ
と
を
示
し
、
詞

章
の
区
切
り
を
明
確
に
す
る
の
も
の
が
「
切
れ
字
」
で
あ
り
、「
節
訛
」
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
。

節
解
説
で
は
曲
名
が
略
称
で
示
さ
れ
て
い
る
が
、
以
下
の
作
品
を
引
用
し
て

解
説
が
行
わ
れ
て
い
る
。

「
浅
間
」『
其
俤
浅
間
嶽
』
安
永
八
（
一
七
七
九
）
年

「
鞍
馬
」（
鞍
馬
獅
子
）『
女
夫
酒
替
奴
中
仲
』
安
永
六
（
一
七
七
七
）
年

「
忠
信
」『
幾
菊
蝶
初
音
道
行
』
文
化
五
（
一
八
〇
八
）
年

「
十
二
段
」『
十
二
段
君
が
色
音
』
安
永
九
（
一
七
八
〇
）
年

「
関
寺
」『
百
夜
菊
色
の
世
中
』
安
永
五
（
一
七
七
六
）
年
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「
松
風
」『
徒
髪
恋
曲
者
』
寛
政
八
（
一
七
九
六
）
年

「
小
菊
」『
名
酒
盛
色
の
中
汲
』
寛
政
五
（
一
七
九
三
）
年

「
虫
賣
」『
ま
い
ら
せ
候
連
理
の
橘
』
天
明
一
（
一
七
八
一
）
年

「
夕
霧
」『
春
夜
障
子
梅
』
天
明
四
（
一
七
八
四
）
年

「
長
作
」『
道
行
念
珠
蔓
』
文
化
二
（
一
八
〇
五
）
年

「
か
し
く
新
屋
敷
」『
八
重
霞
浪
花
浜
荻
』

「
花
川
戸
お
峻
」『
花
川
戸
身
替
の
段
』
天
明
三
（
一
七
八
三
）
年

「
小
春
」『
小
春
／
治
兵
衛
道
行
恋
の
橋
づ
く
し
』
寛
政
十
（
一
七
九
八
）
年

「
梅
川
」『
道
行
恋
飛
脚
』
安
永
九
（
一
七
八
〇
）
年

先
に
述
べ
た
と
お
り
、
五
世
清
元
延
寿
太
夫
が
代
々
の
「
虎
の
巻
」
と
し
て

い
る
も
の
に
も
同
様
の
節
解
説
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
当
該
巻
子
に
解
説
の
な

い
の
が
、「
拍
子
舞
」「
舞
カ
ヽ
リ
」「
謡
曲
」
で
、
節
名
が
異
な
る
の
が
、
当

該
巻
子
で
は
、

ナ
キ
ブ
シ　

浅
間
／
風
に
柳

を
「
ア
ゲ
節
」
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
ま
た
、「
虎
の
巻
」
で
は
「
三
十
六

節
別
ニ
口
傳
」
と
し
て

ヲ
ト
シ　
　

ヲ
ク
リ　
　

ナ
ガ
シ　
　

ツ
ナ
キ　
　

ス
エ

ウ
ク　
　
　

入　
　
　
　

ヒ
ロ
ヒ　
　

コ
ハ
リ　
　

ノ
リ

ヱ
リ　
　
　

三
重　
　
　

オ
ロ
シ　
　

ツ
ヾ
ケ　
　

地

ス
カ
シ　
　

セ
メ　
　
　

ヲ
ド
ル　
　

シ
ヅ
メ　
　

ナ
ヤ
シ

ツ
キ　
　
　

ヨ
セ　
　
　

ハ
ツ
ミ　
　

ク
リ
上
ゲ　

レ
イ
セ
イ

リ
ン
セ
イ　

タ
ヽ
キ　
　

次
第　
　
　

一
セ
イ　
　

ク
セ

行
倉　
　
　

ヲ
ツ　
　
　

ヱ
ツ　
　
　

イ
ロ

を
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
当
該
巻
子
に
は
な
い
。
ま
た
、
先
に
影
印
で
示
し

た
部
分
も
「
虎
の
巻
」
に
は
な
い
。

清
元
に
伝
わ
る
「
虎
の
巻
」
に
は
富
本
の
伝
来
お
よ
び
、
語
り
の
解
説
が
な

い
。
し
か
し
、「
虎
の
巻
」
に
は
、
音
曲
の
伝
書
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
あ
と

に
「
斎
宮
大
和
大
掾
藤
原
孝
之
」
の
署
名
が
み
ら
れ
る
。
四
代
目
富
本
斎
宮
太

夫
が
一
時
別
派
を
立
て
て
「
斎
宮
大
和
大
掾
」
を
名
乗
っ
た
が
、
そ
の
著
述
と

す
る
に
は
、
五
世
延
寿
太
夫
に
と
っ
て
、
代
々
伝
わ
っ
た
「
虎
の
巻
」
と
す
る

こ
と
は
考
え
に
く
い
。

ま
た
、「
虎
の
巻
」
に
は
、
五
十
音
図
や
「
替
リ
開
合
之
口
傳
」
が
書
か
れ

て
い
る
。
当
該
巻
子
に
も
五
十
音
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
が
、
さ
ら
に
詳
し

い
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ど
ち
ら
の
五
十
音
図
も
「
お
」「
を
」
の
所
属
が

現
在
の
五
十
音
図
と
同
じ
で
あ
り
、『
浄
瑠
璃
秘
曲
抄
』（
寛
延
元
（
一
七
四
八
）

年
）、『
浄
瑠
璃
道
之
枝
折
』（
明
和
八
（
一
七
七
一
）
年
）、『
浄
瑠
璃
節
章
揖
』（
安

永
六
（
一
七
七
七
）
年
）、『
は
な
け
ぬ
き
』（
寛
政
九
（
一
七
九
七
）
年
）、『
竹
豊

雙
辨
抄
』（
文
化
四
（
一
八
〇
七
）
年
）
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
両
者
が
交
替
し
て

い
る
音
図
を
受
け
継
い
だ
も
の
で
は
な
い
。

当
該
巻
子
に
も
行
、
列
に
つ
い
て
記
述
が
あ
る
。
五
十
音
は
浄
瑠
璃
を
語
る

た
め
に
な
ぜ
伝
授
が
必
要
で
あ
っ
た
の
か
。

初
代
延
寿
太
夫
に
つ
い
て
五
世
延
寿
太
夫
の
「
昔
が
た
り
」
に
次
の
よ
う
に

あ
る
。

　

此
初
代
は
清
元
節
の
創
設
だ
け
に
節
も
他
中
よ
り
ウ
ミ
地

0

0

0

が
多
く
變
化

に
富
だ
發
明
を
し
た
の
で
す
か
ら
ヲ
ト
シ

0

0

0

で
も
何
で
も
常
磐
津
や
富
本
よ

り
音
階
が
餘
計
に
あ
つ
た
譯
で
す
。

　

其
様
工
合
で
歌
詞
の
良
く
分
ら
な
い
こ
と
も
多
い
か
ら
其
點
は
好
く
教

へ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
、
供
し
昔
は
清
元
は
文
句
が
分
ら
な
い
で
も
差
支

へ
な
い
と
さ
れ
て
ゐ
ま
し
た
が
其
様
譯
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
第
一
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は
姿
勢
、
題
に
は
口
型
の
分
ら
な
い
人
、
譬
へ
ば
お0

が
あ0

に
な
つ
た
り
、

ゑ0

が
い0

に
な
つ
た
り
、
こ
う
と
い
ふ
の
を
カ
ア
と
間
で
云
つ
た
り
す
る
こ

と
に
私
は
目
を
付
け
て
嚴
し
く
申
し
ま
し
た
が
、
昔
は
口
の
あ
け
た
て
と

い
ふ
も
の
を
確
り
小
言
を
云
ふ
位
ひ
の
も
の
で
、
母
音
は
何
う
で
あ
る
と

い
ふ
こ
と
を
嚴
格
に
云
ふ
人
は
無
か
つ
た
の
で
、
何
う
も
清
元
は
文
句
が

分
ら
な
い
と
宜
く
云
は
れ
ま
し
た
。

太
夫
に
と
っ
て
は
、
右
の
よ
う
に
口
型
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
は
「
發
聲
と
齒
」
の
一
章
を
設
け
、「
浄
瑠
璃
を
語
る
の
に
は
聲
や
節

廻
し
の
み
氣
を
付
け
て
も
、
口
の
形
に
注
意
し
な
け
れ
ば
何
に
も
な
り
ま
せ

ん
。」
と
し
て
、
口
の
形
、
入
れ
歯
と
の
こ
と
な
ど
を
詳
し
く
書
い
て
い
る
。

浄
瑠
璃
を
語
る
に
は
、
母
音
、
子
音
と
調
音
方
法
を
正
確
に
捉
え
て
お
く
必

要
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
浄
瑠
璃
の
稽
古
手
引
き
が
音
韻
表
を
掲
げ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。

以
上
、
浄
瑠
璃
の
語
り
方
、
句
の
切
り
方
、
節
の
研
究
な
ど
、
日
本
音
楽
の

研
究
者
に
よ
っ
て
さ
ら
に
検
討
を
加
え
て
い
た
だ
き
、
本
資
料
の
特
徴
が
明
確

に
な
る
こ
と
を
願
い
、
翻
刻
を
行
っ
た
。

参
考
文
献

芸
能
史
研
究
会
編
『
日
本
庶
民
文
化
史
資
料
集
成　

第
七
巻　

人
形
浄
瑠
璃
』
三
一
書

房
、
一
九
七
五
年

平
野
健
次
・
上
参
郷
祐
康
・
蒲
生
郷
昭
監
修
『
日
本
音
楽
大
事
典
』
平
凡
社　

一
九
八

九
年

　

本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
日
本
女
子
大
学
文
学
部
学
術
研
究
員
の
配
川
美
加
氏
に
ご

助
言
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。

受
　
贈
　
雑
　
誌
（
四
）

国
文
学
試
論	

大
正
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

国
文
学
論
考	

都
留
文
科
大
学
国
語
国
文
学
会

國
文
學
論
叢	

龍
谷
大
學
國
文
學
會

国
文
橘	

京
都
橘
大
学
日
本
語
日
本
文
学
会

国
文
白
百
合	

白
百
合
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会

国
文
鶴
見	

鶴
見
大
学
日
本
文
学
会

国
文
論
叢	

神
戸
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
会

古
事
記
學	

國
學
院
大
学
研
究
開
発
推
進
機
構
研

	

究
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー

古
代
研
究	

早
稲
田
古
代
研
究
会

語
文	

大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会

語
文	

日
本
大
学
国
文
学
会

語
文
研
究	

九
州
大
学
国
語
国
文
学
会

語
文
論
叢	

千
葉
大
学
文
学
部
日
本
文
化
学
会

相
模
国
文	

相
模
女
子
大
学
国
文
研
究
会

「
作
家
特
殊
研
究
」
研
究
冊
子	

法
政
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科

	

日
本
文
学
専
攻

實
踐
國
文
學	

實
踐
國
文
學
会

斯
道
文
庫
論
集	

慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫

上
越
教
育
大
学
国
語
研
究	

上
越
教
育
大
学
国
語
教
育
学
会

上
智
大
学
国
文
学
科
紀
要	

上
智
大
学
文
学
部
国
文
学
科


